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て成長したとし，その間の時間をYとする．
こ の 場 合 ， 未 研 磨 ジ ル コ ン で は ，　　　　　
X + Y= 3 (m.y.)であり，研磨ジルコンでは　
X ‒ Y = 0である．従って，Y = 1.5 (m.y.)
と計算される．
以上より，大雑把な計算ではあるが，FCT
のジルコンの成長には約1.5 m.y.を要してい
ると考えられ，従来の説（最大で0.4 m.y.:
例えば，Wotzlaw et al., 2013）よりもマグ
マの活動期間が長いことが推定される．今

後，以上のことを③でも検証していく予定
である．
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図1．未研磨のFCTジルコン．A：Pb/U ratio図（生データ）．写真の丸い孔がレーザー照射箇所．B：30粒の平均から
求めたFCTのリム，中間，コアの年代．
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図2．研磨したFCTジルコン．A：Pb/U ratio図（生データ）．右側のCL画像に示した白丸箇所でレーザーを照射した．
B：10粒の平均から求めたFCTのコア（Mid-section），中間，リム（Bottom）の年代．


